
明
治
44
年
頃
の
大
運
動
会 

  

開
校
記
念
日
に
寄
せ
て 

北
海
道
札
幌
北
高
等
学
校 

  

令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
五
月
二
十
日
に
本
校
は
百
十
九
回
目
の
開
校
記

念
日
を
迎
え
ま
す
。 

 
 

 

こ
の
機
会
に
、
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
五
月
二
十
日
に
思
い
を
馳

せ
、
本
校
の
歴
史
と
重
み
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

  

伝
説
の
行
事 

遊
戯
会 

  

遊
戯
会
（
体
育
大
会
）
の
第
一
回
は
明
治
三
七
年
五
月
二
〇
日
で
以
後
毎
年

五
月
中
に
行
わ
れ
た
。
最
初
の
こ
ろ
は
旧
校
舎
校
庭
で
外
部
か
ら
見
え
ぬ
よ
う

に
幕
な
ど
で
遮
蔽
し
て
行
わ
れ
、
徒
競
走
な
ど
は
東
南
西
の
順
に
旧
校
舎
の
廊

下
を
一
巡
し
て
走
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
大
正
期
に
入
っ
て
か
ら
は
円
山
坂

下
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
運
動
会
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
服
装
は
明
治

期
は
髪
は
桃
割
れ
、
束
髪
で
筒
袖
、
元
禄
袖
に
袴
を
ひ
る
が
え
し
て
い
た
が
、

大
正
に
な
る
と
体
操
袴
と
い
う
軽
装
に
な
っ
た
。 

 

「
遊
戯
会
」
に
つ
い
て
当
時
の
女
学
生
た
ち
は
「
札
幌
文
庫
三
五
女
学
校
物

語
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。 

 

北
大
や
師
範
の
学
生
が
見
に
来
る

の
を
拒
む
た
め
に
狭
い
校
庭
で
こ
っ

そ
り
と
や
る
の
で
す
。
父
母
は
屋
内

体
育
館
の
中
か
ら
窓
越
し
に
み
て

い
ま
し
た
。
運
動
会
と
い
え
ば
、
あ

る
生
徒
が
一
等
で
走
っ
て
き
た
の

で
す
が
来
賓
の
目
の
前
で
転
ん
で

し
ま
い
、
袴
が
す
っ
か
り
め
く
り
あ

が
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

て
ね
、
ま
あ
、
何
も
か
も
見
え
て
し

ま
っ
て
、
そ
れ
か
ら
は
パ
ン
ツ
を
履

く
よ
う
、
に
な
っ
た
の
で
す
。 

（
庁
立
高
女
明
治
三
九
～
四
三
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

塚
本
き
い
の
） 

  

運
動
会
も
非
公
開
で
し
た
。
体
操

場
と
垣
根
の
間
の
小
さ
な
庭
が
グ
ラ
ン
ド
で
、
紅
白
の
幕
を
張
り
、
父
兄
し
か

見
物
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
の
よ
う
に
レ
コ
ー
ド
を
か
け
て

ス
ピ
ー
カ
ー
で
行
進
曲
っ
て
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
か
ら
、
楽
隊
も
必
要
に
な

り
ま
す
が
、
外
の
方
に
頼
む
と
男
の
人
が
入
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
れ
も
駄

目
で
し
た
。
大
太
鼓
、
民
笛
（
竹
笛
）
、
手
風
琴
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
）
、
シ
ン

バ
ル
、
そ
ん
な
も
の
で
生
徒
が
楽
隊
を
組
織
し
た
ん
で
す
よ
。
ず
い
ぶ
ん
学
校

も
気
を
使
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
垣
根
の
向
こ
う
か
ら
当
時
の
大

学
生
や
近
所
の
人
た
ち
が
多
勢
の
ぞ
い
て
い
ま
し
た
。 

（
庁
立
高
女
明
治
四
〇
～
四
四
年
・
四
五
年
補
習
科
終
了 

三
浦
セ
イ
） 

  

そ
の
後
、「
遊
戯
会
」
は
運
動
会
、
体
育
大
会
な
ど
と
名
称
を
変
え
て
、
現
在

に
伝
わ
っ
て
い
る
。 

【
九
十
周
年
記
念
誌
よ
り
】 

 

 

校
舎
の
変
遷 

   

最
初
の
校
舎
は
当
時
札
幌
区
北
三
条
西
七
丁
目
一
番
地
に
あ
っ
た
北
水
協
会

の
建
物
（
現
在
の
道
庁
西
正
門
や
や
植
物
園
よ
り
の
所
に
あ
っ
た
）
を
仮
校
舎

と
し
て
使
用
し
て
い
た
。
第
一
回
入
学
式
は
こ
の
仮
校
舎
二
階
で
明
治
三
五
年

五
月
二
十
日
午
前
八
時
よ
り
挙
行
さ
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
校
地
及
び
校
舎
に
つ
い
て
は
、
校
地
の
う
ち
一
七
〇
〇
余
坪
は
札

幌
区
よ
り
寄
付
を
受
け
、
明
治
三
五
年
か
ら
三
ケ
年
の
継
続
事
業
と
し
、
札
幌

区
北
二
条
西
十
一
丁
目
（
現
在
の
大
通
小
学
校
）
に
校
舎
を
起
工
し
、
同
年
十

月
二
七
日
一
部
校
舎
が
竣
功
し
た
の
で
仮
校
舎
か
ら
移
転
、
翌
三
六
年
八
月
十

五
日
、
第
二
年
度
分
校
舎
予
定
工
事
が
竣
功
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
第
三
年

度
分
は
日
露
戦
争
の
た
め
中
止
と
な
り
明
治
末
年
ま
で
増
築
工
事
は
な
か
っ
た

と
い
う
。 

 

昭
和
二
年
、
創
立
二
五
周
年
を
迎
え
、
同
時
に
校
舎
改
築
の
話
が
出
始
め
た
。

木
造
建
築
の
寿
命
は
二
十
年
と
言
わ
れ
て
お
り
、
三
十
周
年
記
念
の
後
、
母
の

会
、
同
窓
会
が
道
庁
に
陳
情
、
そ
の
結
果
昭
和
十
年
四
十
万
円
の
予
算
が
、
一

応
認
め
ら
れ
た
が
、
折
か
ら
本
道
は
凶
作
、
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
当
時
の

佐
上
長
官
の
決
で
、
昭
和
十
年
は
空
知
農
学
校
の
改
築
、
本
校
は
翌
十
一
年
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
十
一
年
、
本
道
で
は
大
演
習
が
行
わ
れ
、
大
本
営
を

北
大
農
学
部
中
央
講
堂
に
お
く
な
ど
が
あ
っ
て
改
築
は
さ
ら
に
一
年
延
期
さ
れ

た
。
翌
十
二
年
に
は
七
月
七
日
蘆
溝
橋
に
端
を
発
す
る
日
中
戦
争
が
始
ま
り
と

う
と
う
改
築
の
機
会
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

昭
和
二
三
年
、
北
海
道
庁
札
幌
高
等
女
学
校
か
ら
北
海
道
立
札
幌
女
子
高
等

学
校
、
そ
の
後
、
昭
和
二
五
年
四
月
に
は
、
男
女
共
学
の
新
制
高
校
で
あ
る
北

海
道
札
幌
北
高
等
学
校
と
し
て
再
出
発
を
し
た
。 

 

校
舎
は
高
女
の
も
の
を
用
い
て
い
た
。
現
在
の
校
舎
の
位
置
に
移
転
す
る
昭

和
二
九
年
七
月
ま
で
の
四
年
間
、
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の
老
朽
甚
だ
し
い
と
こ
ろ

で
過
ご
し
た
の
だ
が
、
こ
の
古
校
舎
を
新
築
移
転
後
市
に
譲
っ
た
と
こ
ろ
古
材

に
し
か
な
ら
な
い
は
ず
な
の
に
中
学
校
と
し
て
そ
の
ま
ま
使
用
し
、
北
高
生
が

こ
ん
な
に
汚
し
て
い
っ
た
と
と
ん
で
も
な
い
誤
解
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

新
校
舎
の
特
色
と
し
て
は
中
央
部
に
不
燃
質
鉄
筋
三
階
建
を
す
え
て
、
そ
の

三
階
を
図
書
室
に
す
る
こ
と
、
本
校
舎
が
全
体
と
し
て
Ｌ
字
形
で
風
に
対
し
て

堅
牢
で
あ
る
こ
と
、
生
徒
の
玄
関
が
東
南
隅
に
あ
っ
て
出
入
り
に
便
利
で
あ
る

こ
と
、
屋
内
体
育
館
は
、
一
四
メ
ー
ト
ル
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
二
面
が
平
行
し
て
行

え
る
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

 

昭
和
二
八
年
七
月
二
一
日
に
第
一
期
工
事
が
竣
功
、
つ
づ
い
て
二
九
年
五
月

二
四
日
に
第
二
期
工
事
が
竣
功
し
、
授
業
可
能
の
態
勢
と
な
り
七
月
一
七
日
、

一
八
日
の
二
日
間
、
待
ち
に
待
っ
た
移
転
作
業
が
行
わ
れ
た
。
三
〇
年
八
月
に

第
三
期
工
事
竣
功
、
三
二
年
一
二
月
、
さ
ら
に
三
三
年
三
月
に
一
部
増
築
さ
れ

校
舎
の
全
容
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
昭
和
四
五
年
三
月
十
一
日
、
五
月
二
五
日
、
五
月
二
八
日
と
三
回

も
の
火
災
が
起
き
る
。 

 

火
災
後
は
間
仕
切
り
し
た
体
育
館
や
仮
校
舎
で
授
業
が
行
わ
れ
た
。 

 

昭
和
四
八
年
十
二
月
二
十
日
よ
り
新
校
舎
（
現
在
の
校
舎
）
へ
の
移
転
作
業

が
始
ま
っ
た
。 

 

平
成
十
四
年
校
舎
改
築
の
予
定
の
と
こ
ろ
、
陸
上
グ
ラ
ウ
ン
ド
よ
り
約
四
千

年
前
と
推
定
さ
れ
る
縄
文
土
器
が
出
土
し
、
遺
跡
発
掘
の
た
め
延
期
さ
れ
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。 

 

【
九
十
周
年
記
念
誌
よ
り
】 

 


